
生活支援コーディネーターの役割・活動について

令和８年７月１０日（金）花見川区第１回支え合いのまち推進協議会



１．数字からみる介護保険
２．生活支援コーディネーター（SC）について
３．自立支援の視点でみた地域
４．活動事例集について
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高齢者一人を支える人数のイメージ

2025年

2040年

2055年

数字から見る介護保険①

約1.9人で支える

約1.5人で支える

約1.3人支える

出典・国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」
・総務省統計局「人口推計」
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千葉市の令和５年度（2023年度）の要介護別の割合
要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援２要支援１区分

約8.5%約12.2%約12.8%約14.2%約26.0%約10.5%約15.8%割合

重度
20.7%

中等度
27％

軽度
52.6%

イメージ

数字から見る介護保険②

軽度者に多い困りごと
掃除
買物
外出

ゴミ出し
話し相手

重度者に必要な支援
排泄介助
移乗・移動
食事介助
認知症ケア
医療的ケア

誰に頼みたい?
誰じゃないとできない?
誰ができる?

厚生労働省「介護保険事業状況報告」をもとに、千葉市「第5期千葉市地域福祉計画」（令和4年度末データ）より作成
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※フレイルとは
年齢を重ねて、体や心のはたらき、社会的なつながりが弱くなった状態を「フ
レイル」と言い、健康な状態と要介護状態（生活を送るうえで支援が必要な状
態）の中間の状態を指します。

フレイルは早期に適切な行動をとることで健康な状態に戻ることができ、
ここで対策をすることがポイントです。

（千葉市ホームページより） 参考
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２．千葉市生活支援コーディネーター（SC）とは

①根拠法等:〇介護保険法 〇地域支援事業実施要綱
所管:千葉市地域包括ケア推進課

②配置（平成２７年度から配置、令和３年度から第２層SC全域配置開始）
第１層生活支援コーディネーター 各区に1人
第２層生活支援コーディネーター 各あんしんケアセンターに1人

（未設置の場合は第１層が担います）

③インフォーマルな資源の情報を収集し発信
千葉市独自の地域資源WEB公表システム

「千葉市生活支援サイト」を用いて情報を管理しています

千葉市ホームページにバナーがあります
https://chiiki-kaigo.casio.jp/chiba

5



6



生活支援体制整備事業の目的

高齢者の尊厳と自立した日常生活を地域でささえていくためには、総
合事業として実施するサービス・活動事業及び一般介護予防事業並びに
地域住民を含めた多様な主体による高齢者の自立した生活や介護予防に
資する総合事業に該当しない多様な活動又は事業について、事業間での
連動を図りながら実施することが重要である。

このため、市町村が中心となって、元気な高齢者をはじめとする多世
代の地域住民が担い手として参加する住民主体の活動団体、地域運営組
織、NPO法人、社会福祉法人、社会福祉協議会、地縁組織、協働組合、
民間企業、シルバー人材センター、介護サービス施設・事業所、老人ク
ラブ、家政婦（夫）紹介所、商工会、民生委員等の多様な主体による多
様な生活支援・介護予防サービスの提供体制を構築し、地域の支え合い
の体制づくりを推進していくことを目的としている。

（地域支援事業実施要綱（令和６年８月改正）
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参考:厚生労働省令和6年度地域支援事業実施要綱等改正の概要
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ここの充実が
生活の選択肢を増やす
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・ゴミ集積所まで歩く機会
・人と会う機会
・日時を確認する機会

・スーパーまで歩く機会
・季節を感じる機会
・自分で決める機会

・自宅で運動する機会
・判断をする機会

（物の場所）
（汚れている場所）
（掃除のタイミング）

３．自立支援から見る地域～視点を少し変えてみる～

買物 掃除
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４．活動事例集について 作成の目的

①生活支援コーディネーター業務の理解促進、活動の発信
・活動を通じて得られた効果を発信する
・新たなネットワーク構築を推進する

②生活支援体制整備事業の推進
・福祉団体や民間企業による地域貢献・地域交流が貴重な地

域資源であることについて理解促進を図り、地域における多様
な主体（団体）の参画による生活支援体制整備の推進につなげ
るため

事例内容

①資源開発・活用、ネットワーク構築の事例
②個別支援ニーズと取組のマッチング

配布・閲覧対象

SCが連携する多様な主体（団体）、行政、あんしんケアセン
ター、社会福祉協議会

12



P.６ご覧ください
地域資源開発・活用（P.3）

地域には福祉施設や民間企業など多
様な主体（団体）があり、これらは高
齢者を支える貴重な「地域資源」のひ
とつです。

生活支援コーディネーターは、こう
した多様な主体（団体）と連携し、そ
の強みや専門性を活かした新たな交流
の場づくりを進めています。

福祉施設や民間企業による地域交流
の取組を、生活支援コーディネーター
が地域資源としてつなぎ合わせること
で生まれた資源、ネットワークの効果
について具体的な事例を紹介します。

13



P.１７ご覧ください
マッチング支援(P.16)

マッチング支援とは、支援対象者の
かつての趣味や強み、思いなどを地域
資源とつなげる取り組みです。

「小さなきっかけ」が、フレイル状
態にある方々の活動性を高め、介護予
防や社会参加への第一歩となります。

生活支援体制整備事業が目指す、高
齢者の生活機能の維持・向上や地域の
支え合いの仕組みづくりがどのような
カタチになっているのか、具体的な
マッチングの成果をご紹介します。
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ご清聴ありがとうございました。

千葉市社会福祉協議会花見川区事務所
第１層生活支援コーディネーター 川邉 真里
電話:043-275-6438
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